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表　紙　の　説　明

飯　山　敏　道（地質学教室）

日仏共同．t海溝”調査中，6月6日の南海トラフと天竜海底谷の出合い附近

でみられた生物コロニー。

今回の海溝計画3航海の何れでも，この種の生物コロニーは，断層を覆って

いる泥質堆積物上に存在し，水深3，000～6，000m位の所でみられた。コロニ

ーの附近の泥は黒く，硫異分が多い。

深海では一般的に生物が少なく，このコロニーの生態と地質構造との関係が

示す意義は興味深い。日本海溝では，このコロニーは水深の大きい所程多く，

浅い所で少なくなっていることが判った。海中，上から降って来る栄養物で生

息しているものとは考えられず，地中から湧出する水に含まれる物質を栄養源

とする微生物がこゝに生息していて，これを餌として，大型生物が生息してい

るものと思われる。

このtt海溝”計画で得られた数多い収穫の一つである。写真を横切る黒いか

げは，マニピュレーターの陰である。左下の数字は，時刻（時，分，秒），海

底面からの距離（cmで3桁表示），艇首方位（3600表示），最終行は水深（彿，

4桁表示）を示す。（本文P．10参照）
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